学 雑誌 ・ 筑 5 巻 ・ 4 


地 方 支部 大 会 演題 目 録 


第 3 回 北日本 支部 大 会 演題 目録 


期日 昭和 31 年 7 月 22 日 (日 ) 
会 場 青森 市 自治 会 ー ル 


支部 大 会 長 哲 


演 説 

1 市 内 浴場 の 寄生 検査 水谷 昇 ( 第 一 
3 胆道 症 に ける 胆管 撮影 像 森 武 彦 ( 大 ・ 外科 ) ・ 対 馬 ( 弘 大 ・ 松 永 内 科 
4 当 外 科 に 於 ける 外科 的 寄生 虫 症 に 就 て ee 秋元 辰 二 ・ 小 笠原 雅 (青森 県 金 木 病院 外科 ) 
5 に 障 見 られ た 寄生 虫 症 の 2 例 <1) 寄生 虫 が 関係 し て いる と 思わ れる の | 

1 例 (2) 多 虫 , 肝 吸 虫 , 遇 虫 が 寄生 し 出血 性 胃潰瘍 で 死亡 し た 1 例 ・……‥ 神 靖 衛 (国立 弘前 病院 外科 ) | 
6 ベ キ シン ( ピ ペ ラ ヂ ン ) に よる 虫 駆除 成績 に 就 て ーー 前 川 康 治 (東北 大 黒川 内 科 )》 
7 胆汁 内 釣 虫 全 虫 の 形態 的 変化 た 就 て ee 小西 玲子 (秋田 県 中 央 病院 第 一 内 科 ) 
8 仙台 地 方 に 於 ける 釣 虫 の 分 布 状況 ・ eee 前 川 康 治 (東北 大 黒川 内 科 ) 
9 多 虫 駆除 法 無 効 な る 症例 に 就 て eee 岸田 隆 (山形 県 社会 保険 酒田 病院 内 科 ) 
10 東洋 毛 様 線 虫 と 十 二 脂 腸炎 菊池 枯 科 ) 
11 津軽 農村 に ける 十 二 腸 液 検査 カ 年 間 の 成績 青山 (青森 県 川原 市 増田 病院 ) | 
12 青森 県 に と 於 ける フィ ラリ ヤ 症 の 疫学 的 調査 ee 北畠 栄 太郎 ・ 高 松 功 ( 弘 大 ・ 第 一 病理 ) 
18 Trombicula pomeranzevi に ける 変異 に 関す る 知見 補 ・…… 大 野 衛門 (北海 道 立 衛生 研究 所 
14 中間 宿主 体内 に 於 ける 包 虫 の 形態 に 就 て ………・ 大 林 正 士 ・ 山 下 次 郎 ・ 近 野 誠二 (北大 ・ 光 医 ・ 寄 生 虫 ) 
15 犬 体内 に 於 ける Echinococcus granulosus の 発育 に 

山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 二 (北大 ・ 医 ・ 寄 生 虫 ) 
16 北海 道 虫 の 採取 記録 に 就 て 長谷 川 (北海 道 立 
17 ェ ゾ 熱 と 北海 道 の 中 村 豊 北海道 立 研 
18 Encephalitozoon の マウ ス 体 内 に 於 ける 増殖 状況 に 就 て ・… 松 林 久 吉 ・ 京 吉 美 ・ 田 崎 光 ( 慶 大 ・ 和 寄生 虫 ) 

特 別 講 演 
肝 虫 症 の 臨床 黒川 利雄 (東北 大 黒川 内 科 


第 16 回 東日本 支部 大 会 演題 目録 
期日 昭和 31 年 10 月 13 日 ( 土 ) 
会 場 千葉 市 千葉 大 学 医学 孝 臨 床 講堂 


支部 大 会 長 沢 利 
演 説 


1 乳幼児 アメ ー バ 赤 導 の 流行 例 と 二 三 の 実験 
観察 〇 岩井 雄 , 博 , 辻 二 , 福原 文明 ( 大 寄 生 ) 赤松 孝之 , 古本 浩 (慶太 小 児 科 ) 


大 腸 ラン チ ム の 培養 に 対す る 随伴 細菌 群 の 影響 (2 ト 部 北 研 ・ 寄生 う 
静岡 地方 に て 豚 か ら 検 出さ れ た トキ ソプラ スマ 株 に 
て 松林 久吉 , 阿部 道夫 ( 大 寄生 虫 野口 政 望月 久 , 山田 淳一 (静岡 県 研 ) 
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昭和 31 年 12 月 (1956)〕 


トリ コモ ー ナ ス の 免疫 学 的 研究 . Immobilization Test と 凝 塊 反 応 と の 


比較 検討 馬場 弘志 生 う 
腸 ト リコ モー ナス の 無菌 的 培養 森口 年 寄 生 う 
口腔 及び 腸 ト リコ モー ナス の 反応 試験 隆 (慶太 寄 生 ) 
っ クシ ヂ ウ ム , オー シス ト の 消 試験 (2) 角田 清 (農林 省 家 試 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア の “mucoid gland ”” に 関す る . 

研究 横川 宗雄 , 〇 吉村 ( 千 大 ・ 医 動物 
肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 (8) 各種 分 画 抗 原 の 

比較 横川 宗雄 ( 千 大 ・ 医 動物 ) 〇 大 ( ・ 寄 虫 
新潟 県 直江 津 地 方 に お ける 肺 吸虫 中 間 宿 主 調査 に つい て C1 う 中 川 鞍 子 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 
南 伊豆 の 大 平 肺 吸虫 C1 う ーー………… 横川 宗雄 , 吉村 裕之 , 小山 千 万 樹 , 佐野 基 人 , 木 畑 美 知 江 。, 
鈴木 重 一 ( ・ 医 動物 ) 

日 本 住 血 中 虫 単 性 寄生 に 関す る 研究 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 菊地 滋 (横浜 市 大 ・ 寄 生 虫 > 
日 本 住 血 吸 虫 病 の 撲 減 に 関す る 研究 (外界 に 於 ける 宮入 中 の 殺 上 中 剤 PCP-Na 

の 有効 濃度 及び 有効 期間 sececeeeeeeeeeeeeceeseeeeeeeeses O 〇 大 田 秀 浄 , 佐藤 重 房 , 沼田 一 ( 山 秋 医 研 》 


山 県 に ける 死因 と し て の 日 本 住 血 病 三 井 四 郎 , 坂口 郎 , 〇 飯島 利彦 (山梨 県 ・ 生 部 
Trichomonas vaginalis の 呼吸 系 に 及ば す 各 種 抗原 物質 の 


影響 に つい て 沢田 利 , 小林 ( 群 大 ・ 生 》 

千葉 市 民 の 寄生 虫 保 有 実 態 に つい て の 推察 ereeeeeeeeeeeeeee 〇 板橋 卓 , 加地 信 (千葉 県 衛 研 ) 

所 調 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 血液 像 を 

示 標 と し て 松村 雄 , 由 上 修三 , 〇 鈴木 ・ 小 児 科 

所 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 (5) 胃 十 二 脂 腸 の 運動 並び に 粘膜 の 

村 , 由 上 修三 , 〇 田所 春海 ( 大 ・ 小 児 科 
示 

一 小児 収容 施設 と に お ける ジア ル ジ ア 感染 状況 に つい て ーーー…… O 〇 — 瀬 永吉 , 野村 弘 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 

赤 摘 アメ ー バ の 少数 虫 体 接 種 に と よる 培養 , 容器 の 大 いさ , 培地 の 影響 ・……… 後藤 千代 ( 慶 石 ・ 寄 生 虫 } 

利根 川下 流 地方 に お ける 吸虫 類 と に と つい て (1) 肝 吸 虫 中 間 宿 主 と に つい て ………・ 多田 昌 介 (東庄 町 笹川 

長野 県 諏訪 地方 に 於 ける 肝 吸 虫 の 分 布 状 況 …………・ 小宮 義孝 , 〇 鈴木 了 司 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 

小尾 英 一 (諏訪 保健 所 ) 志賀 満雄 (岡谷 保健所 ) 

南 伊 豆 の 肺 吸虫 に つい て U1) 〇 重 一 , 横川 ( 千 大 ・ 医 動物 

数 種 農薬 の 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 藤田 ( 慶 大 ・ 寄 生 ) 

改良 便所 普及 後 満 4 ヵ年 後 の 部 落 の 畠 土 壌 内 遇 虫 卵 と 新設 地域 に 才 け る それ と の 

比較 藤波 (日 本 医大 ・ 一 

虫 飼育 液 す サ ント = ン の 影響 松本 , 大 沢 隆 , 半沢 久 次 郎 , 石田 敏和 

佐藤 ( 医大 林 内 科 ) 

虫 卵 検査 法 の 研究 直接 抹 法 の 再 検討 佐藤 ( 予 研 ・ 寄 生 

東洋 毛 様 線 虫 の 排卵 数 と つい て emoeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeee・ 伊藤 淳一 , 〇 浅利 譲 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 

流血 中 の ミク ロフ ラマ ィ ラリ ア の 凍結 集 虫 法 に つい て ……… 若杉 幹太 郎 , 林 滋 生 。 佐々 学 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 

便 内 に 現われ た 藻 様 生 物 に つい て 〇 小山 力 , 小宮 義 予 ・ 生 虫 

理研 ポリ ェ ス テル 樹脂 (リマ ラッ ク ) に よる 映 虫 類 標 本 の 封入 … 亀 谷 了 , 野々 部 春 落 (目黒 寄生 虫 館 ) 

演 説 3 

体腔 液 内 無機 成分 に 就 て eee 石崎 達 , 〇 久 津 見 晴彦 ( 予 研 ・ 寄 生 


の 呼吸 代謝 . (1) の 発育 と メチ レン 青 脱色 能 の 


( 63 ) 


| 481 
| 9 
| 
| 
| 10 
| 12 
| 13 
15 
| 17 
18 
| 19 ; 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
80 
81 
82 
33 
: 


482 【 寄生 虫 学 雑誌 ・ 5 券 ・ 4 号 

〇 斎藤 昭三 , 川 時 , 浅見 敬三 ( 大 ・ 和 寄生 虫 ) 
34 子宮 の 及び その に 関す る 研究 C38) 各種 薬剤 後 の 

豚 子宮 内 各部 位 の 発育 経過 に 関す る 研究 斎藤 敏昭 ( 予 研 ・ 寄 生 ) 
85 各 年 令 層 に 於 ける 犬 錠 虫 感染 幼虫 を 中 心 と し た 肝 肺 の 病理 的 所 見 …………・ 氏 田 義男 て 且 本 医大 ・ 一 内 ) 
36 農山 村 部 虫 と 腹痛 に つい て 原 一 男 (日本 医大 ・ 一 内 ) 
87 , 時 寄生 児 の 自律 神経 張 状 態 吉 仲 武 仁 (横浜 市 大 ・ 和 虫 
89 陰性 者 に 駆虫 剤 を 投与 し た 結果 に 就 て 長野 寛治 ( 東 女 医大 ・ 寄生 
40 合成 洗剤 に よる 野菜 附 着 の 除去 効 果 〇 小林 昭夫 , 熊田 三 由 ( 予 研 ・ 等 
41 の 殺 に 関す る 研究 (1 特に 無 酸 素 状 態 の に 及ぼす 

42 油 の 殺 作用 国井 喜 章 ,。 〇 池内 まき 子 , 伊東 保 一 郎 (農林 省 ・ 技研 
48 島 の 虫 感染 と つい て CO 国井 喜 章 伊東 保 一 郎 池内 まき 子 (農林 

省 ・ 技研 ), 小林 昭夫 , 熊田 三 由 ( 予 ・ 寄生 ) 
44 貯溜 中 に ける の 死 減 と 温度 と の 関 大 田 和 明 ( 大 ・ 生 ) 
45 尿 尿 の 消化 促進 法 に 関す る 一 考察 oereee・ 谷川 久治 , 〇 田波 潤一 郎 (和子 大 ・ 衛 生 ) 
46 虫 症 に お ける 血 と 素 量 に つい て 高橋 (和子 大 ・ 生 
駆除 に 関す る 的 研究 (2) 合成 サン ト = ン の 駆除 効果 に つい て ………… 北本 治 , 

高原 義 , 高山 久 郎 , 阿部 定 生 。 〇 岡田 周子 , 田中 正 , 甚 中 静 司 eeeeeeeeeeert ・( 伝 研 ・ 臨 研 ) 
48 尿 中 ピ ペ ラ ジン 誘導 体 の 光電 比 色 計 に よる 定量 法 …………… 久 津 見 晴彦 。 〇 杉山 太 幹 ( 予 研 ・ 和 寄生 虫 ) 
49 虫 仔 虫 に 関す る 研究 (7) 野菜 苗 床 に お ける 仔 の 行動 原田 文雄 (神奈 川 県 
50 犬 釣 成虫 の survival に 及ぼ ば す medium pH の 影響 eeeeeeeeeeeee 高野 美彦 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 
51 農村 に け る と 釣 虫 と の 関係 C1 荻野 予 研 ・ 寄 生 
52 虫 の 的 観察 特に 予後 を 左右 する 諸 因 子 に つい て 藤沢 (国立 横浜 病院 ・ 内 
58 下剤 を 使用 を そ ざ る 四 塩 化 テ チレ ン の 釣 虫 駆除 並 に 動物 実験 ーー………… 〇 伊東 享 , 本 田 信 義 , 斎藤 俊弘 , 

田 和男, 中 牙 保 仁 。 奥村 和夫 , 宗 , 丹野 要 (日 本 医大 ・ 一 内 ) 
54 土壌 中 犬 虫 虫 の 各種 化学 薬品 に よる 効果 安田 一 郎 ( 予 研 ・ 生 
55 新潟 県 方 面 に お ける 人 お ょ び 家 畜 に 寄生 する 

毛 様 線 虫 類 正 満 , 〇 伊藤 淳一 , 譲 ( 新 大 ・ 医 動 物 ) 
57 豚 肺 虫 症 に 関す る 研究 (2) M. elongatus の 終 宿 主体 内 移行 経 共 並 びに 

磯田 政 恵 , 加藤 寿 次 (日本 大 ) 
58 カペル メ ラー ト ソ デイ ュー ム に よる 犬 糸 状 虫 症 の 治療 試験 ・… 久 米 靖 治 , 〇 大 石田 (東京 農工 大 ・ 夫 ) 
59 八丈 小島 の マレ ー 糸 状 虫 症 と その 地域 的 予防 対策 の 

試み O 佐々 学 , 林 生 ; 鈴木 , 三浦 昭子 ( 伝 寄 虫 

'60 スペ パト = ン の 排 と 体内 分 に つい て 石原 忠 ( 家 試 う 
61 条 の 免疫 に 関す る 研究 沢田 利 貞 , 中 島 た え ( 群 大 ・ う 
(64) 
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昭和 31 年 12 月 (1956)〕 


第 12 回 西日本 支部 大 会 演題 目録 
期日 昭和 31 年 11 月 3 日 ( 土 ). 4 日 (日) 
会 場 大 阪 市 大 阪 市 立 大学 医 学 各 臨 床 講堂 
支部 大 会 長 田 中 英 尋 


演 説 

寄生 虫 卵 検査 に 関す る 研究 C2) eee 岡 幹 健 ( 阪 市 大 ・ 医 ・ 医 動物 ) 
多種 類 寄 生 虫 の 感染 を た 一 症例 eee 三浦 語 楼 ( 阪 医大 ・ 内 科 ) 
スマ トラ 産 虎 の り 証 明 し た 12 種 の 虫 に 
つい 一 色 於 郎 〇 小野 , 富村 保 , 岡 武 ( 阪 大 ・ 農 ・ 医 ) 根本 策 夫 (池田 農場 ) 
京都 地方 の 野犬 の 寄生 虫 と つい て C1) emer 岡野 薫 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
丹波 地域 内 一 渓谷 部 落 の 寄生 貝 調査 報告 て 1)〉 …… 〇 舟橋 良一 , 中 西 靖 郎 , 犬塚 昭男 ( 京 府 医大 ・ 医 動 
物 ) 

三重 , 岐阜 県 の 地理 的 に 見 た 寄生 虫 分 布 状 態 に つい て ………・ 武田 正義 (日 本 寄生 虫 予防 会 朗 知 県 支部 ) 
大 阪 府 新 淀川 産 ク ロペ ベン ケイ (Sesarma dehaani) に 於 ける 小型 大 平 肺 吸虫 被 杏 効 虫 の 

状況 に つい て 富村 保 , 荒川 小野 ( 阪 ・ 農 ・ 医 
兵庫 県 川 産 ク ロペ ン ケイ (Sesarmg dehaani) に 於 ける 大 平 肺 吸虫 虫 の 
寄生 特 況 に つい て 宮村 保 , 〇 荒川 , 小野 阪 大 ・ ・ 医 
山口 県 産 「 も くず が に 」 の 肺 吸虫 被 用 幼 虫 の 寄生 状況 に つい て ーー 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 ) 
徳島 県 に お け る 肝 吸 虫 第 1 中 間 宿 主 と に つい て ee 西本 在 士 夫 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理) 
徳島 県 と に お ける 肝 吸 虫 第 2 中 間 宿 主 と に つい て ee 村上 邦 平 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理 ) 
Metacercaria_ shikokuensis の 試験 管内 飼育 に 

宮川 三男 , 中 瀬 勝 , 〇 柿 部 繕 (徳島 大 ・ 医 ・ 科 
実験 的 肝 吸 虫 症 の 研究 , 特有 時 に お ける 組織 化学 的 変化 に っ つい て …… 桑村 猛 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理) 
東海 地区 の 肺 吸 虫 症 と 皮膚 反応 及び 下川 反応 国技 (岐阜 医大 ・ 寄 生 ) 
横川 吸虫 に 関す る 研究 (<1) 兵庫 県 及び 京都 府 に 

お ける 調査 meeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 〇 中 西 靖 郎 , 吉田 幸雄 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
滋賀 県 地 方 に お ける 肝 吸 虫 及 横川 吸虫 

分 状 況 加藤 勝也 水田 (日 本 寄生 予防 協会 県 支部 ) 
所 調 不 明 虫 の 本 態 つい て (C2) 森山 信 (神戸 病院 
肝 吸 虫 症 の 皮膚 反 応 及び 下川 反応 eee 森 英男 (岐阜 医大 ・ 寄 評 虫 う 

示 説 

ヒラ マキ モ ドキ の 学 的 再 検討 田部 , 〇 市 岡 四 祭 医大 ・ 病 理 
Physa sp. の 生物 学 的 観察 emereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 杉原 道人 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
Capillaria hepatica の 研究 (1) 卵 の 発育 に つい て ee 佐藤 淳 夫 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 


アイ ソト ー プ 負荷 犬 感染 犬 に ける 犬 釣 虫 の 
追跡 実験 ・ 3 ・ 〇 つ 〇 原田 義道 , 伊藤 敬吾 , 三 上 義昭 , 小谷 覚 , 宮武 明 一 , 松島 正 東 (鳥取 大 ® 医 人 第 二 内 科 ) 
釣 虫 感染 犬 の 釣 虫 感染 時 及び 治療 後 の 血清 側 白 と 血清 鉄 の 


度 に つい て (予報 ) , 好 井 敏昭 (大 阪 医 大 ・ 内 科 
と 関す る 研究 (6) 須永 大 阪 医大 ・ 内 
ツ ビ ー= 釣 虫 及び アメ リカ 釣 虫 並び に 東洋 毛 様 線 虫 に 於 ける 不 受精 卵 の 

研究 田 順 一 , 梶 房子 , 一 (日 本 寄生 虫 病 研究 所 
再び 釣 虫 の 不 受精 卵 に つい て ee 今井 ニニ 三 子 (岐阜 医大 ・ 和 寄生 虫 う 
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寄 虫 学 雑誌 ・ 5 巻 ・ 4 


虫 子宮 内 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 (8) 各種 薬剤 浸漬 後 の 

豚 遇 虫 子宮 内 各部 位 卵 の 発育 経過 に 関す る 研究 emer 斎藤 敏昭 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 
各 年 令 層 に 於 ける 犬 岬 虫 感 染 幼 虫 を 中 心 と し た 肝 肺 の 病理 的 所 見 …………・ 針 田 義男 (日本 医大 ・ 一 内 ) 
農山 村 部 落 尾 の 銅 虫 と 腹痛 に つい て ecoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 原 一 男 (日 本 医大 ・ 一 内 ) 
, 寄生 児 の 自律 神経 状態 吉 仲 武 仁 (横浜 市 寄生 
卵 陰性 者 に 剤 を 投与 し た 結果 に 就 て で 長野 寛治 ( 東 女 医大 ・ 寄 生 
三 合成 洗剤 に よる 野菜 附 着 の 除去 効果 〇 小林 昭夫 , 熊田 三 由 ( 予 研 ・ 
虫 の 殺 に 関す る 研究 (1 特に 無 酸 素 状 態 の に 及ぼす 

油 の 殺 卵 作用 国井 章 〇 池内 まき 子 , 伊東 保 一 郎 (農林 省 ・ 技研 ) 
八 の 感染 と つい て O 国 井 喜 章 , 伊東 保 一 郎 , 池内 まき 子 (農林 
・ 技研 小林 昭夫 , 熊田 三 由 予 ・ 生 
貯溜 中 に ける の 死 と 温度 と の 関係 - 大 田 和 明 ( 千 大 ・ 生 
の 消化 促進 法 に 関す る 一 考察 谷川 久治 , 〇 田波 潤一 郎 ( ・ 生 
釣 虫 症 に お ける 血圧 と 血色 素 量 に つい て emoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeee 高橋 安雄 ( 千 大 ・ 衛 生 う 
遇 虫 駆除 に 関す る 臨床 的 研究 (2) 合成 サン ト = ン の 上 銅 虫 駆除 効果 に つい て ………… 北本 治 , 

高原 義 , 高山 久 郎 阿 部 定 生 〇 岡田 周子 。 田 中正 , 其 中 司 伝 研 ・ 
尿 中 ピ ペ ラ ジン 誘導 体 の 光電 比 色 計 に よる 定量 法 ……………・ 多 津 見 晴彦 , 〇 杉山 太 幹 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 
虫 に関する 研究 (7) 野菜 苗 床 に お ける 虫 の 行動 原田 (神奈 川 県 研 
犬 多 の survival に 及 だ す medium pH の 影 高野 美彦 ( 予 ) 
農村 に ける と 釣 虫 症 と の 関係 C1 う 荻野 ( 予 研 ・ 寄生 
釣 虫 症 の 臨床 的 観察 ,。 特に 予後 を 左右 する 諸 因 子 に つい て ーー…………・ 藤沢 俊雄 (国立 横浜 病院 ・ 内 科 ) 
下剤 を 使用 ざる 四 塩 化 チレ ン の 多 駆除 並 に 動物 実験 伊東 本 田 信 , 斎藤 俊弘 
田 義男 , 中 , 保 仁 。 奥村 和夫 , 宗 盛 , 丹野 要 (日 本 医大 ・ 一 内 ) 

土壌 中 犬 仔 の 各種 化学 薬品 に よる 効果 安田 一 郎 ( 予 研 ・ ) 
新潟 県 方 面 に お ける 人 お ょ び 家 座 に 寄生 する 

毛 様 線 虫 類 eoseseooeeeceeeeseesooocececsoeeeocoeses 大 内 正 満 , 〇 伊藤 淳一 , 浅利 譲 ( 新 大 . 医 動物 ) 
奄美 大 島 に ける 虫 症 の 研究 田中 ( 伝 寄生 ) 
豚 肺 虫 症 に 関す る 研究 (2) M. elongatus の 終 宿 主体 内 移行 経 中 並び に 

病理 発生 磯田 政 恵 , 加藤 寿 次 本 大 ) 


カ パ ペル ラ ー ト ソ デ イ ュー ム に よる 犬 糸 状 虫 症 の 治療 試験 ・ 大 石 
八丈 小島 の マレ ー 糸 状 虫 症 と その 地域 的 予防 対策 の 


佐々 学 , 林 生 , 木 猛 , 三浦 昭子 ( 伝 研 ・ 寄 虫 う 
え ペ トニ = ニン の 振 と 体内 布 と に つい で 石原 忠雄 ( 家 試 
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昭和 31 年 12 月 (1956)〕 


第 12 回 西日本 支部 大 会 演題 目録 
期日 昭和 31 年 11 月 3 日 ( 土 ). 4 日 ( 旦 ) 
会 場 大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医学 者 臨床 講堂 
支部 大 会 長 田 中 英 雑 


演 説 
生 卵 検 関す る 研究 (2) 岡 幹 ( 阪 市 大 ・ 医 ・ 医 
多種 類 寄生 虫 の 感染 を みた 一 症例 emer 三浦 本 楼 ( 阪 医 大 ・ 内 科 ) 
スマ トラ 産 虎 の ょ り 証 明 し た 12 種 の に 
つい て 一 色 於 区 郎 〇 小野 忠相 , 富村 保 , 岡 武 阪 府 大 ・ 農 ・ ) 根本 策 夫 (池田 農場 ) 
京都 地方 の 野犬 の 寄生 虫 に つい て (C1) eee 岡野 薫 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
丹波 地域 内 一 渓谷 部 落 の 寄生 躍 調査 報告 て 1) …… 〇 舟橋 良一 , 中 西 靖 郎 , 犬塚 昭男 ( 京 府 医大 ・ 医 動 
物 ) 
三重 , 岐阜 県 の 地理 的 に 見 た 寄生 虫 分 布 状 態 に つい で て ………・ 武田 正義 (日 本 寄生 虫 予防 会 概 知 県 支部 ) 
大 阪 府 新 淀川 産 ク ロペ ベン ケイ (Sesarma dehaani) に 於 ける 小型 大 平 肺 吸虫 被 杏 幼 虫 の 
寄生 状況 に つい て O 富 村 保 , 荒川 小野 ( 阪 ・ 農 
兵庫 県 川 ロペ ン ケ イ (Sesarmg dekaani) に 於 ける 大 平 吸虫 虫 の 
寄生 特 況 に つい て 富村 保 , 〇 荒川 , 小野 忠相 ( 府 大 ・ 農 ・ ) 
山口 県 産 「 も くず が に 」 の 肺 吸虫 被 格 幼 虫 の 寄生 状況 に つい て ーー… 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 ) 
徳島 県 に 淫 け る 肝 吸 虫 第 1 中 間 宿 主 と に つい て ーー 西本 真 士 夫 (徳島 大 ・ 医 ・ 筑 1 病理) 
徳島 県 に お ける 肝 吸 虫 第 2 中 間 宿 主 と に つい て ee 村上 邦 平 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理 ) 
Metacercaria shikokuensis の 試験 管内 飼育 に 
宮川 三男 , 中 瀬 勝 , 〇 柿 部 繕 ( 大 ・ 医 ・ 谷内 科 
実験 的 肝 吸 虫 症 の 研究 , 特選 肝 に お ける 組織 化学 的 変化 に つい て ……・ 松村 猛 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理) 
東海 地区 の 肺 虫 症 と 皮膚 反応 及び 下川 反応 国技 (岐阜 医大 ・ 虫 ) 
横川 吸虫 に 関す る 研究 (1) 兵庫 県 及び 京都 府 に 
お ける 調査 meeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeereeeeee 〇 中 西 靖 郎 , 吉田 幸 雄 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
滋賀 県 地 方 に お ける 肝 虫 及 横 川 吸虫 
分 状況 加藤 勝也 , 〇 水田 勲 (日 本 寄生 予防 協会 知 県 支部 ) 
所 明 吸 虫 卵 の 本 態 つい て (C2) 森山 信 (神戸 病院 ) 
肝 虫 症 の 皮膚 反応 及び 下川 反応 森 英 男 (岐阜 医大 寄生 ) 
示 説 
ヒラ マキ モ ド キ の 類 学 的 再 検討 田部 , 〇 市 岡 四 祭 (大阪 医大 ・ 病 理 
Physa sp. の 生物 学 的 観察 ememeeeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeee・ 杉原 道人 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
Capillaria hepatica の 研究 (1) 卵 の 発育 に つい て ere 佐藤 淳 夫 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 


アイソトープ 負荷 犬 釣 虫 仔 虫 感染 犬 に ける 犬 釣 虫 の 
追跡 実験 ・… 〇 原田 義道 , 伊藤 敬吾 。 三 上 義昭 , 小谷 覚 , 宮武 明 一 , 松島 正 東 (鳥取 大 ・ 医 ・ 第 二 内 科 ) 


感染 の 虫 感染 時 及び 治療 後 の 血 清 白 と 血清 鉄 の 

態度 に つい て (予報 ) enereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee・ 石塚 達 , 好 井 敏昭 (大 阪 医大 ・ 内 科 ) 
多 卵 化 関す る 研究 C6) 須永 大 阪 医 大 ・ 内 科 
ツン ビー= 釣 虫 及 び ア メリ カ 釣 虫 並 びに 東洋 毛 様 線 虫 に 於 ける 不 受精 卵 の 

研究 〇 浅田 順一 , 梶 房子 , 越知 一 (日 本 寄生 病 研究 所 
再び 虫 の 不 受精 卵 に つい て 今井 ニ 子 (岐阜 医大 ・ 寄 虫 う 
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【 寄 生 学 雑誌 ・ ・ 4 
実験 的 場 に ける 及び 虫 仔 虫 の 運命 C2) 三谷 和合 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
の 排 , 分 泌 系 統 研究 小林 瑞穂 (岐阜 医大 ・ 寄生 虫 
兵庫 県 川西 市 に 於 ける 寄生 虫 (特に 釣 虫 ) の 商学 的 調査 ……… ee 〇 中 西 靖 郎 , 吉田 幸雄 , 青野 宏 。 
大 塚 昭 男 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 海老 原 進 (兵庫 県 川西 市 立 病院 ・ 東 谷 分 院 ) 
富山 県 内 に お ける 多 2 種 の 分 布 佐藤 淳 夫 ( 京 府 医大 ・ 医 
脱 繊維 静脈 血 吸 法 に ょ る 状 の 内 発育 実験 ーー………… 外山 寛 樹 (鳥取 大 ・ 医 ・ 公 衛生 
福井 県 下 に 於 ける 糸状 虫 の 調査 成績 (2 ……… 森下 。 中 林 夫 , 〇 西村 南風原 助 ( 阪 大 
学童 の 症 の 実態 松田 針 広島 県 寄生 予防 協会 ) 
映 虫 の 検査 成績 , 特に 婦人 に 於 ける 感染 状況 ・…・ 〇 村 重 武 次 , 竹下 貞子 , 篠崎 邦彦 (山口 医大 ・1 病理 ) 
Ou 口 富雄 , 坂本 芳 久 , 入江 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 病理 ) 
近 地方 に ける 虫 の 調査 C1 う ーー……… O 森下 , 西村 猛 , 南風原 助 田島 功 
( 阪 大 ・ 徴 研 ・ 寄 生 虫 ) 

虫 の 排 系 統 の 研究 と 皮膚 反応 森 下 夫 , 〇 小林 樹 ( 医大 , 

抗ヒスタミン剤 及び ルチン の 短 虫 体腔 液 に と に よる Arthus 

現 抑制 効果 に つい て 山本 好 明 ( 阪 大 研 ・ 寄 生 

ナイ トピ ミン 卵 発育 に 及 影 門 多 阪 大 研 ・ 寄 生 虫 

Sarles ける 類 属 反 応 南風原 助 ( 阪 大 徴 研 ・ 寄 生 

貞 虫 吐出 に つい て (2) 胃液 と の 関係 -………… 横田 筑 , 〇 尾上 信 一 , 金 久 正治 ( 京 府 医 大 ・ 川 井内 科 ) 

虫 抗 原 の 研 究 (1), 石原 ( 医大 ・ 寄生 虫 ) 

虫 排 知見 補 遣 石川 (名 大 ・ 医 ・ 解 

デリ サン に よる 和貴 虫 卵 殺 減 試験 に つい て (2 低温 時 

木村 静子 , 木村 真 次 , 小 財 勲 (大 津 市 衛生 課 

京都 府下 一 農村 に お ける 寄生 虫 問題 て (8〕 土壌 中 吊 虫 卵 の 消長 と 

便所 の 藤井 満 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 
演 説 

赤 搬 アメーバ の 運動 生態 に 関す る 研究 (1). 走 電 性 

三浦 洋 , 林 正 , (湯川 腸 

ラン プリ ア の 一 例 恒 治 (大 阪 医大 ・ 内 科 

Trypanosoma gambiense の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 (18) 二 株 (CAK 型 ・KK 型 ) の 

原虫 と よる 二 三 の 観察 高田 季 久 , 猪木 正三 ( 阪 大 研 ・ 寄 虫 

Trypanosoma gambiense の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 (19) 抗体 産生 と 

抗 元 構成 eae 猪木 正三 ( 阪 大 徴 研 ・ 寄 生 虫 ): 

色素 Rosaniline に よ ょ る Trypanosoma gambiense の 

ARK 型 の 誘発 正三 , 〇 片岡 ( 阪 大 研 ・ 寄 生 

肝 吸 虫 症 の クロ ロキ ン 療 法 に つい て 宮川 三男 , 田中 休 〇 津田 洋 (徳島 大 ・ 医 ・ 油 谷内 科 ) 

赤 司 氏 慢 性 マラ リア 血清 反応 の 年 間 月 別 陽 性 率 の 消長 小児 科 不 明 疾 患 患 者 の 

血液 所 見 奥山 紀美 子 , 奥山 一 也 (大 阪 市 

慢性 マラ リア 性 病 を 疑わ し め る 骨 疾 患 患者 血液 所 見 円 形 系 胡 症 患 者 の 赤 司 氏 反 応 陽性 率 と 

微量 比 色 定 量 法 に ょ よる サン ト = ン の 生体 内 推移 の 

研 完 (C3) ee 木谷 威 男 , 〇 中 村 二 郎 ( 阪 大 ・ 医 ・ 第 二 内 科 ) 

マウ ス 体 内 に 対す る 各種 薬剤 の 影響 C1) 野田 亮二 ( 阪 府 大 ・ 医 
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57 各種 薬剤 の 豚 運動 に 及ぼ す 影 響 阿部 秀夫 (大 阪 医大 ・ 内 科 


58 Piperazin 製剤 に よる 駆虫 に つい て emmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeree' 青野 宏 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 
59 ブロ モナ フト ー ル , 四 塩 化 そ チレ ン 合 剤 の 釣 虫 駆除 効果 に 

O 河野 明 , 中 村 , 三浦 本 , 好 井 敏昭 重 , 緒形 一 保 大阪 医大 ・ 内 科 
60 下川 反応 と 集団 駆虫 効果 の 判定 酒井 久 医大 ・ 寄 生 
61 ピ ペ ラ ジン の 人 体内 の 生態 に 及ぼ す 影 並 びに 駆虫 の 実態 に つい て 順 (広島 ) 
62 カイ = ニン 酸 並 と その 関連 化合 物 の 人 体内 貞 虫 の 生態 並 に 駆虫 の 実態 に 及ぼ ば す 

影響 に つい て 順 広島 市 

示 

63 調 野 犬 の 多 寄生 状況 に つい て 佐古 田 新 ( 阪 大 徴 研 寄 
64 肺 吸虫 卵 の 形態 学 的 研究 (3) 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 と の 被 埋 幼虫 を 

犬 に 感染 させ て 得 た 2 種 虫 卵 の 比較 meee 一 色 於 薬 四 郎 ( 阪 府 大 ・ 農 ・ 獣 医 ) 
65 7ichomonas vaginalis の 実験 動物 接種 試験 , その 病理 所 見 ……………・ 浜田 義雄 ( 阪 大 徴 研 ・ 寄 生 虫 ) 
66 の 排 , 分 系 の 研究 (C1, 小林 瑞穂 , 加藤 義 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 ) 
67 虫 と サー レス つい て 今井 田 三 子 (岐阜 医大 ・ 寄 生 
68 有 口 虫 摘出 例 に つい て 小林 瑞穂 , 松波 英 一 , 馬 (岐阜 医大 ・ 寄生 虫 
69 肝 蜂 免疫 と 下川 反応 と つい て ecceeeeeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeeeeeee 中 松 正 男 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 う 
70 吸虫 免疫 の 研究 国枝 (岐阜 医大 ・ 寄 生 
71 横川 吸虫 症 の 皮膚 反応 と 下川 反応 ee 森下 哲夫 , 〇 森 英男 , 可児 昭三 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 ) 

紙上 発表 

72 カイ = ン 酸 並 びに 関連 化 各 物 の 駆虫 作用 に 関す る 研究 (C8) ジチオ カル バ メ ー ト に 依る 

虫 駆除 成績 竹本 常松 , 醍醐 , 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 

特別 講演 
アメ リカ に 於 ける 2 年 間 の 研究 生活 を か えり みて ee i 山口 左 仲 (岡山 大 学 医学 部 ) 
第 9 回 南 日 本 支部 大 会 演題 目録 


期日 昭和 31 年 10 月 28 日 (日 ) 
会 場 礼 岡市 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 講堂 


支部 大 会 長 宮 崎 一 郎 


演 説 

1 Trybanosoma lewisi に よる Proteus の 抗 元 物質 の 吸着 に つい て ……・ 麻生 卓郎 風 研 ) 
8 血清 色素 試験 と 皮 内 反応 に よる 人 体 ト キソ プラ スマ 症 の 検索 ………… 平岡 迷 明 , 〇 山本 雄 < 九 大 寄 ) 
4 ひな 体内 に 於 ける 接種 Toxoplasma gondii の 運命 に つい て ee 井上 廉 (宮崎 大 獣 ) 
5 吸虫 類 の 瓦 勘 代謝 に 及ぼす 薬 剤 の 影響 に つい て ememeeeeeeeeeeeeereeeeeeeeee・ 下村 実 ( 久 大 寄 ) 
6 筑後 川下 流 々 城 の 生 山 郎 ( 久 大 寄 ) 
レゾ ヒン に ょ る 肝 虫 の 治療 成績 …………・ 長 本 ( 久 大 寄 ) 
8 横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 (8) 有岡 ( 熊 大 寄 
9 


| 485 
(87) 


長崎 県 南高来 郡 北 有馬 村 に お ける 肺 吸 虫 調査 ceevee ecoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseseeees 河原 区 ( 久 大 寄 ) 
鹿児島 南部 の 肺 吸 虫 と つい て ememeeeieeeeeeeeeeeeeeeee・ 岡部 浩 洋 ,。 小野 典 雄 , 松瀬 幹也 ( 久 大 寄 ) 
宮入 の 活動 に ける 日 週 期 性 に つい て (予報 ) 中 尾 〇 田中 隆 ( 久 大 寄 ) 
日 本 住 血 吸 虫 症 の 凝集 反応 ereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee・ 概 瀬 幹也 ( 久 大 寄 ) 
メロ ジン に よる 日 本 住 虫 の 治療 成績 岡 原 ( 久 大 寄 ) 
芽 区 虫 ? の 一 例 〇 岡村 一 郎 ・ 松 下 文雄 , 渡辺 桂 吉 熊 大 寄 ) 
無 釣 条 虫 。 衝 小 条 虫 及び 肺 吸虫 症 の 治療 例 に つい て ………… O 〇 古賀 元 晃 , 有田 道夫 (福岡 市 古賀 病院 ) 
示説 
福岡 場 の 和牛 か ら 得 た 巨大 肝 宮崎 一 郎 (丸大 寄 
若松 市 在住 一 女性 の 軟 口 蔵 か ら と り だ され た 有難 頼 口 虫 の 
宮崎 一 郎 (丸大 寄 ), 飯野 治彦 (若松 市 立 病院 
演 説 
怠 口 虫 症 の 好 酸 球 増 多 に 関す る 実験 的 研究 eemeeeeeseeseseseseesseeeee 棚瀬 幸 正 ( 熊 大 寄 ) 
頼 口 虫 症 の 宿主 反応 の 組 織 化学 的 研究 nanoaeeeeeeseeaeeeeeeeeeeeeee 羽田 野 邦 和 ( 熊 大 寄 う 
熊本 県 下 淡水 魚 に 於 ける 口 虫 寄生 状況 …………… 松下 , 岩田 俊夫 , 棚瀬 幸 正 林 和 行 ( 熊 大 
有 革 頼 口 虫 の 熱帯 魚 へ の 二 次 感 染 実 験 ere 古賀 元 朱 ,。 〇 有田 道夫 (福岡 古賀 医院 ) 
ネコ 肝 内 の 有 口 虫 を ラッ テ に 与え た 実験 (予報 ) 片 大 助 (長大 風 研 ) 
長崎 県 下 に お ける ドロ レス 口 虫 特に イノ シシ 胃 壁 筋 層 より 得 た る 虫 
〇 海江田 徹 , 片 大 助 (長大 風 研 ) 
実験 的 寄生 の 藤本 滋 , 内 田 健 一 ( 大 
スペ パト = ン の 抗体 産生 に 及ぼ す 影 響 ー………… 米 沢 藤 士 ) 〇 福島 英雄 , 野中 俊明 ( 鹿 大 二 内 ) 
フイ ラリ ア 性 精 索 炎 並 びと こと リンパ ペ 腺 腫 の リン ペ 系 に つい て ee 指宿 英 造 ( 鹿 犬 二 内 ) 
材 屋 富 一 , 〇 浜田 康治 ( 鹿 大 一 内 ) 
フラ イラ リア 症 に 於 ける 熱発 作 に 関す る 研究 (2) 片 大 助 , 山崎 豊彦 (長大 研 ) 
腹腔 内 移植 に つい て 小野 典 雄 ( 久 大 寄 ) 
我が国 に て 初め て 見 られ た Setaria bernardi につい Te 新 見 大 四郎 , 〇 河野 猪 三郎 ( 鹿 大 獣 ) 
ミク ロフ マラ イラ リア の 凝集 反応 つい て 河野 三郎 ( 大 ) 
イタ チ より 得 た 釣 頭 虫 に 就 い て 神田 ( 鹿 ) 
虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 分 志 , 羽田 野 邦 和 熊 大 寄 
実験 的 症 (8 ) 体 分 に よる 皮 内 反応 谷田 未 高 ( 熊 大 寄 
人 体 実験 た 依る 感染 経路 に 就 い て ere 山下 正文 (車間 国保 病院 
感染 経路 の 疫学 的 研究 , 熊本 県 南部 地方 の 農村 に お ける 多 , 虫 の 
感染 状態 牟田 口 利 幸 (大 三井 病院 
業 員 の 虫 症 の 研究 C9) 中 村 実 ( 久 大 寄 ) 
結 と 虫 関す る 実験 的 研究 林田 正典 < 熊 大 寄 ) 
所 の 異常 と に つい て 財津 吉 市 
経口 感染 に 依る 釣 虫 多 数 寄生 の 一 例 ニ mosseseeeeee・ 志 々 目 享 (宮崎 志 々 目 医 院 ) 
十 二 指 症 血 の 本 態 に 関す る 研究 
富 一 , 福元 務 , 春田 豊作 , 門田 光二 郎 柴田 正行 中 野 一 ( 鹿 内 ) 
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4 号 | 昭和 31 年 12 月 (1956)] 
紙上 発表 
47 諫早 附近 に お ける 反応 に よる 吸虫 検 診 成績 田中 徳 (長大 研 
48 熊本 県 に お いて 人 体 か ら 得 られ た マン ソン 阪 虫 に つい て ee 磯部 親 則 て 九 大 寄 ) 
49 数 種 薬剤 の 有 口 の 消費 量 に 及ぼ ば す 阻 作 用 C2) 大 場 直 材 ( 久 大 寄 
| 50 日 本 住 吸 虫 感 染 お ける 肝 機 能 検査 成績 古沢 元 助 ( 九 寄 
| 51 トリ コマ ャ イシン に よる 肺 スト マ の 一 治験 例 村岡 久 ( 大 二 ) 
| 52 有 口 虫 第 3 期 に よる 病変 平川 光昭 (丸大 寄 
58 遠賀 川 流域 に お ける 有 口 虫 の 分 布 山中 清 三 (丸大 寄 
| 54 第 8 期 幼虫 抽出 液 並び に 飼養 液 の 運 動 に 及ぼ す 影 響 滝沢 一 男 寄 ) 
| 55 有 虫 症 に お ける 反応 に つい て 古野 治 ( 大 寄 ) 
56 口 虫 成虫 及び 第 8 期 の 拡散 因子 一 一 特に ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 
57 筋肉 の 抗原 性 つい て 安藤 哲郎 ) 
58 有 虫 飼養 液 の 抗原 性 安藤 哲郎 ( 九 大 寄 ) 
59 有 虫 の 免疫 学 的 研究 C2) Prausnitz-Ktistner 反応 山中 (丸大 寄 
60 有 虫 第 8 期 に よる サー レス 現象 清水 喜一 郎 (丸大 寄 ) 
61 有 虫 症 患 者 に お ける 血清 蛋白 像 木 附 徹 雄 (丸大 寄 ) 
62 再び 与論 鳥 の 寄生 虫 つい て 阿部 康雄 ( 鹿 寄 ) 
68 ハマ ダラ 生 線 虫 虫 と つい て 小野 典 ( 久 大 寄 ) 
64 美 大 島本 島 南 徳 島 及び 町 野間 町 ける 状 虫 症 の 調査 成績 佐藤 人 郎 。 米沢 
藤 士 , 福島 英雄 , 植村 芳郎 , 尾辻 義人 , 瀬口 , 花城 清 尾辻 上 男 宮田 誠 鹿 大 内 ) 
65 マフ アル ゾー ル に よる 状 虫 症 の 治療 ………… 佐藤 和郎 米沢 藤 士 , 福島 英雄 , 尾辻 義人 ( 鹿 大 二 内 ) 
66 フイ ラリ ア 症 に 於 ける 拡散 因子 に っ いて ……・ re 尾辻 義人 ( 鹿 大 二 内 ) 
67 熊本 県 の イタ チ か ら 得 た 臣 じ つ い て 親 則 (丸大 寄 
68 オー ミン に よる 多 駆除 成績 中 馬 康 男 伊地知 季 , 村岡 久 原田 逸郎 若松 親 ( 大 二 内 ) 


| 


